
中部圏の景況感の現状（１～３月期）と見通し（７～９月期まで）

〔今回のポイント〕
  中部圏の景況判断

〔調査の概要〕
　◎調査時期　：　2023年１月25日～２月17日
　◎対　　　象　：　法人会員６４８社（中部５県：愛知・岐阜・三重・静岡・長野）



中部圏の景況感

(1)中部圏の景況判断（産業総計） 〔現況判断・見通し ： 「良い」－「悪い」 〕

【最近の動き】

【景況判断（Ｄ．Ｉ．）の内訳】

[12月]  １ :悪い  ２ :さほど良くない  ３ :良い D.I.(良い‐悪い）

9.5% 80.6% 10.0% 0.5

[今回]  １ :悪い  ２ :さほど良くない  ３ :良い D.I.(良い‐悪い）

6.3% 84.6% 9.1% 2.8

[現状]

[今後]

▶　中部圏の景況判断は、２期連続で改善した。但し、水準は前回予測を下回り、
　　コロナ禍の21年Ⅲ期（+2.9）並みにとどまった。

▶　来期以降はさらなる改善を見込んでおり、23年Ⅲ期の水準はコロナ直前の
　　19年Ⅳ期（+10.2）を上回っている。但し、来期は前回予測を下回っており、
　　再来期も海外経済減速の影響等に留意。

+ 2.3P



（製造業）

（非製造業）

（建設業）

▶　業種別の景況判断は、製造業・非製造業で改善、建設業で悪化した。非製造業が



(2)業績判断 〔現況判断 ： 「良い」－「悪い」 〕

【最近の動き】

（　）は前回差

　 【業績判断（Ｄ．Ｉ．）の内訳】

[12月]  １ :悪い  ２ :さほど良くない  ３ :良い D.I.(良い‐悪い）

14.9% 70.7% 14.4% ▲ 0.5

[今回]  １ :悪い  ２ :さほど良くない  ３ :良い D.I.(良い‐悪い）





(4)機械設備水準判断（製造業） 〔現況判断・見通し ： 「不足」－「過剰」 〕



(5)雇用判断 〔現況判断 ： 「不足」－「過剰」 〕

【最近の動き】

【雇用判断（Ｄ．Ｉ．）の内訳】

産業総計 [12月] １ :過剰 ２ :適正 ３ :不足 Ｄ.Ｉ. (不足-過剰)

5.5% 55.5% 39.0%

[今回] １ :過剰 ２ :適正 ３ :不足 Ｄ.Ｉ. (不足-過剰)

3.0% 54.0% 43.1%

製造業 [12月] １ :過剰 ２ :適正 ３ :不足 Ｄ.Ｉ. (不足-過剰)







２．景気先行きの懸念材料・期待材料について
(1)景気先行きの懸念材料　（上位10項目）

（複数回答）

(2)景気先行きの期待材料　（上位10項目）
（複数回答）



(3)今後の経済政策運営等へ期待するものについて　（上位10項目）
（複数回答）

▶　「消費の活性化」への期待が前回に続き最も大きく、次いで「エネルギー政策の再構築」、
　　「物価高対策」への期待が上位を占めた。





輸出の増減について



経営上の課題について



(3)人手不足に対する対応予定（(1)で「人手不足」と回答した企業97社のみを対象）



＜参考①＞　企業等の主な声






